筆記課題解答及び解説

訓練課題（筆記解答及び解説）
「空調設備基礎」

筆記課題
筆記課題
「空調設備基礎」　解答
Ⅰ

	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10

	○

	○
	×
	○
	○
	○
	○
	○
	×
	○

	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20

	○

	○
	×
	×
	○
	○
	×
	×
	×
	×

	21
	22
	23
	24
	

	○

	○
	○
	×
	


Ⅱ

	25
	26
	27
	28
	29
	30
	31
	32
	33
	34

	（２）

	（１）
	（４）
	（３）
	（１）
	（２）
	（１）
	（４）
	（２）
	（４）


Ⅲ

	35
	・冷凍サイクルの凝縮行程における熱交換の相手が水か空気かということ。
・我々の身近に豊富に廉価でかつ安全に存在するから。
・空冷式はメンテナンスが楽で、効率は水冷式が良好。

	36
	①( 冷媒配管 )　②( 窒素ブロー )　③( 真空ポンプ )　④( リークチェッカー )

	37
	①( 圧縮機 )    ②( 冷房 )  　　  ③(  液  )　　    ④(ガス)


「空調設備基礎」　解説
Ⅰ
	１
	（○）温度、湿度、気流、清浄度等を空気調和の４要素と呼ばれ、空調の基本となる。
	HU401-0010-1　1頁

作業課題「１．空気調和とは」

	２
	（○）人を対象とした空気調和を保健空調、物品・機器に対しての空調を産業用空調と分類する。
	HU401-0010-1　1頁

作業課題「２．空気調和を行う対象による分類」

	３
	（×）建築物環境衛生管理基準では、二酸化炭素の含有率は1000ppm以下である。
	HU401-0010-1　1頁

表1

	４
	（○）空調機は、各々フィルターにて粉塵除去を、コイルにて空気の加熱冷却を、加湿器により湿度調整を、送風機により空気の搬送を行う装置である。
	HU401-0010-1　8頁

図-4

	５
	（○）熱源機器とは、ボイラー、冷凍機、エアコン、冷温水発生器、ヒートポンプ機器等
	HU401-0010-1　5頁

作業課題「２熱源機器」

	６
	（○）
	HU401-0010-1　11頁

作業課題「各種空調方式の概要について理解する」

	７
	（○）
	HU401-0010-1　9頁

作業課題「１エアーフィルター・電気集塵機」

	８
	（○）排気のエアーから熱量を奪い、外気へ熱量を与えることにより、熱負荷は小さくなり省エネルギーとなる
	HU401-0010-1　9頁

作業課題「２全熱交換器」

	９
	（×）全空気方式は調整した空気を搬送するが、空気の調整には冷水・温水が必要となるため、温冷水製造設備は不可欠である。
	HU401-0010-1　12頁

関連知識

	10
	（○）
	HU401-0010-1　11頁

作業課題「二重ダクト方式」

	11
	（○）ファンコイルユニットは室内空気を循環させて加温・冷温するので、外部との空気交換は行われない。
	HU401-0010-1　13頁

作業課題「３．水方式（ファンコイル方式）」

	12
	（○）
	HU401-0010-1　13頁

作業課題「４冷媒方式」

	13
	（×）リバースリターン方式はダイレクトリターン方式に比べて、配管の経路が長くなるのでコストが高くなる傾向にある。
	HU401-0010-1　16頁

作業課題「２リバースリターン方式」

	14
	（×）第３種換気は、室内が負圧となり臭気・汚染物質発生が他の部屋に漏れることがない。
	HU401-0010-1　19頁

作業課題「２．機械強制換気　第３種換気」

	15
	（○）
	HU401-0010-1　21頁

作業課題「１蓄熱方式」

	16
	（○）
	HU401-0010-1　21頁

作業課題「４．コージェネレーションシステム」

	17
	（×）外気をＯＡ、給気をＳＡ、還気をＲＡ、排気をＥＡと呼ぶ。
	

	18
	（×）窓等を通して日射により侵入する熱量は、室内負荷に該当する。
	HU401-0013-2　13頁

作業課題「１．主な空気調和負荷の種類」

	19
	（×）ダンパーの開閉具合によって、吹き出し口の風量を調節する。
	HU401-0070-1　8頁

作業課題「３．吹き出し口ダクトの点検」

	20
	（×）冷却塔は、水冷式凝縮器の冷媒の熱を奪ってきた冷却水の温度を下げる目的で設置する。
	HU401-0021-1　3頁

関連知識「１．目的」

	21
	（○）
	HU401-0021-1　2頁

関連知識「冷却塔（クーリングタワー）の種類」

	22
	（○）
	HU401-0021-1　3頁

関連知識「２．各装置の働き・構造　※」

	23
	（○）
	HU401-0010-1　19頁



	24
	（×）グリル型はフィンの方向を変えることにより、風向を帰ることが可能である。
	HU401-0070-1　8頁

作業課題「３吹き出し口ダクトの点検」


Ⅱ
	25
	（２）冷凍機を指導する際は、まず周辺機器を始動してから、最後に圧縮機の始動を行う。
	HU401-0021-1　7頁

作業手順「３運転操作　起動」

	26
	（１）イは加熱コイル出口、ウは還り空気、エは空調機入口（外気と還り空気の混合空気）に相当する。
	HU401-1013-2　11頁

作業課題「２暖房時の空気線図上の状態変化」

	27
	（４）
	HU401-0021-117頁

作業課題「１冷却塔（クーリングタワー）の点検」

	28
	（３）空調機出口直後に温風と冷風を適温に混合し、それを各ゾーンに単一ダクトにて搬送する方法である。
	HU401-0010-1　12頁

関連知識　図-9

	29
	（１）単一ダクト方式は１本のダクトで空調機から各室へ大量のエアーを送る方法なので、大きな送風動力を必要とする。
	HU401-0010-1　11頁

作業課題「１．全空気方式」

	30
	（２）
	HU401-1013-2　1頁

作業課題「2．湿り空気線図の構成」

	31
	（１）乾球温度30℃と湿球温度21℃の交点は、相対湿度45％の曲線と交差している。この交点から水平方向に移動し、相対湿度100％曲線から降下した乾球温度が露点温度となる。
	HU401-1013-2　4頁

作業課題「１．空気を加熱した時の空気線図上の動き」

	32
	（４）相対湿度30％、乾球温度25℃と相対湿度45％、乾球温度35℃とを直線で結び6：4に分割した点は、乾球温度31℃、絶対湿度0.012kg/kg(DA)となる。
	HU401-1013-2　7頁

作業課題「３．湿り空気の混合」

	33
	（２）圧縮機が過熱すると、圧縮された冷媒ガスが高温となって吐出するため、吐出ガスの比エンタルピ値は増大し、結果的には成績係数が低下する。しかし蒸発器は機能しており、冷えなくなる訳ではない。
	HU401-0070-1　15頁

作業課題「2．冷えない原因」

	34
	（４）在室者負荷　10×（690＋530）＝1220

　　　パソコン　　5×200＝1000

　　　コピー機　　1×300＝300

　　　蛍光灯　　　20×50＝1000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　3520　W
	HU401-1013-2　26頁

表-16


Ⅲ

	35
	・冷凍サイクルの凝縮行程での熱交換の相手が水か空気かということ。
・我々の身近に豊富に廉価でかつ安全に存在するから。
・空冷式はメンテナンスが楽で、効率は水冷式が良好。

	HU401-0011-1　7頁

「２．凝縮器」

	36
	空冷式エアコン（壁掛け型）の据付手順による。

	HU401-0060-1　9頁から15頁「空冷式エアコン（壁掛け型）の据付」


	37
	ポンプダウン作業の手順による。

	HU401-0050-1　8頁から10頁「１．ポンプダウン作業の注意点」


